報告書データファイルの概要と利用上の注意点
報告書データファイルは、「沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）調査報告書」に掲載されている付表です。ご利用の際には、必ず「本文書」及び「モニタリングマニュアル」をお読み下さい。これらに書かれている注意点に同意できない場合は、データを利用することはできません。
※今回公開する報告書データファイルは2011年度沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）で取得されたデータです。2008年度から2010年度の報告書データファイルは、公開に向けて準備中です。

＜報告書データファイルの概要＞

· モニタリングサイト1000沿岸域調査（磯・干潟・アマモ場・藻場）では、絶滅危惧種や希少種に関わる情報や緯度経度等の詳細な位置情報を、一部保護情報として取り扱っており、報告書データファイルにはこれらの保護情報は含まれていません。保護情報がある場合は、その旨を備考や表外に記載しておりますので、保護情報を含めたデータの利用をご希望される場合には、環境省自然環境局生物多様性センターまでお問い合わせ下さい。
· 調査はモニタリングマニュアルに従って実施されています。ただし、有効なモニタリングを実施するために、調査方法等が毎年検討されており、その検討結果を受けて、モニタリングマニュアルの記載内容が変更されている場合があります。データのご利用に当たっては、調査報告書に掲載されている当該年度のモニタリングマニュアルをご参照されるようお願いします。
＜調査の概要と注意点＞
· 2008年から年1回の調査を実施しています。
· 2011年時点で調査サイト数は26サイト（磯：6サイト、干潟：8サイト、アマモ場：6サイト、藻場：6サイト）です。

· 調査時期は4月から9月に設定されています。

· 調査サイトの場所及び調査時期の詳細についてはモニタリングマニュアルをご覧下さい。
· 各サイトで調査を開始した年度（2008～2011年度）が異なるため、全サイトで2008年からのデータが取得されているわけではありません。

· 調査報告書に掲載されている報告書データファイルは、毎年調査の結果をまとめたものです（5年毎調査の結果は含まれていません）。

· 調査開始初年度（2008年度）の調査は試行的に実施したため、2009年度以降の調査方法やデータ内容と異なる場合があります。
	生態系
	項目
	内容

	磯
	調査方法
	· 各サイトには25 cm四方の永久方形枠がさまざまな潮位や傾斜の特徴を持つように30個設置されています。

· 潮位はおおむね最低水面（CDL）からの高さで表記されています。
· 2008年度の調査では、方形枠の画像を用いて点格子法（平成20年度マニュアルを参照）によりデータを取得しました。

· 2009年度以降の調査では、各サイトの代表的な生物を5種程度選定し、画像を用いてそれら解析対象種の有無（0/1データ）をデータ化しています。

	
	データファイル
	· データファイルはサイト毎に1シートにまとめられています。
· 各方形枠の画像は生物多様性センターが保管しています。

	
	変更・注意点
	· 2009年度に石垣屋良部サイトで解析対象種として選定されたイワフジツボ（Chthamalus challengeri）は、2011年度の再同定の結果、近縁種のChthamalus moroであることが判明しました。よって、2009年度、2010年度のイワフジツボはChthamalus moroのデータとして扱うことが適当で、解析対象種の選定に変更があったわけではありません。
· 厚岸浜中サイトの各方形枠の潮位の表記方法は他のサイトの表記方法（最低水面CDLを基準とした高さ）とは異なります。このサイトの潮位は調査地点の水面からの高さで表記されています。

	干潟
	調査方法
	· 定量調査と定性調査を実施しています。
· 各サイトにはエリア（A、B、C）があり、それぞれのエリア内に調査ポイント（潮間帯上部：U、潮間帯中部：M、潮間帯下部：L）が設定されています。

· 各調査ポイントでは50 cm四方の方形枠をランダムに5個配置して表在生物を記録し、15 cm径のコアサンプラー（深さ20 cm）を用いて埋在動物を採集・記録しています。

· 定性調査では、発見した生物種のみを記録しています。

	
	データファイル
	· データファイルには定量・定性調査の結果が各サイトの調査ポイント毎に1シートにまとめられています。

· 1サイトの結果は調査ポイント数に応じて4～9シートにまとめられています。

	
	変更・注意点
	· 埋在動物は15 cm径のコアサンプラー（深さ20 cm）を用いて採集しているため、表在動物と埋在動物の個体数を単純に比較することはできません。

· 一部のサイトでは定性調査を実施していない場合があります。
· 中津干潟サイトのAエリアは河口干潟で、調査した3箇所のポイントすべてが潮間帯上部（U）にあたります。調査ポイントは下流から上流方向に設定され、下流からA1U、A2U、A3Uとなっています。

· データファイルの整理番号は保護情報（希少種）を除いて付けられています。

	アマモ場
	調査方法
	· 各サイトに設定された調査地点（6箇所以上）において、直径20 m程度の範囲内に50 cm四方の方形枠20個をランダムに配置し、出現した海草の種類と被度を記録しています。

· 調査地点は基本的に岸側から沖側にかけて設定されています。

· 水深は最低水面（CDL）からの深さで表記されています。
· 本調査で配置される方形枠は永久方形枠ではありません。

	
	データファイル
	· データファイルはサイト毎に1シートにまとめられています。
· 被度は5 %単位で記録されていますが、被度の計測が困難であった場合は、存在していた（presence）ことを示すために“p”と表記されています。

· 5 %未満の被度は“+”と表記されています。

· 備考欄は、調査地全体の様子や特記事項を記すための「調査地点全体の備考」と、各方形枠の情報や方形枠外側近傍に見られたベントスの種類等を記載するための「方形枠の備考」があります。

	
	変更・注意点
	· 石垣伊土名サイトでは、基本的に方形枠全体の被度と優占種がデータとして記録され、各種の被度は記録していません。

	藻場
	調査方法
	· 永久方形枠調査とライン調査を実施しています。
· 永久方形枠調査では、当該海域に2 m四方の永久方形枠を3個から6個設置して、出現した主な海藻の種類と被度を記録しています。
· ライン調査では、定められた起点から調査ラインを設定し、既定の離岸距離の地点に50 cm四方の方形枠を配置し、出現した主な海藻の種類と被度を記録しています。

· 調査では方形枠内に出現した大型ベントスの種類と個体数も記録しています。
· 水深は最低水面（CDL）からの深さで表記されています。
· ライン調査で配置される方形枠は永久方形枠ではありません。

	
	データファイル
	· データファイルは各サイトの調査方法毎に1枚のシートにまとめられています（永久方形枠調査：1シート、ライン調査：1シート）。
· 被度は5 %単位で記録されています。
· 5 %未満の被度は“+”と表記されています。
· 底質は方形枠内で割合の多い順に示しています。

	
	変更・注意点
	· 永久方形枠調査の結果は、2 m四方の方形枠を4等分（50 cm四方が4個）して記録しているサイトがあります。
· 2011（平成23）年度のデータの取得方法は平成22年度版モニタリングマニュアルの方法と異なる部分があります。詳細は報告書内の調査方法を参照のこと。


＜引用・出典明記＞
· 報告書データファイルは「沿岸域調査 調査報告書」の一部に該当します。そのため報告書データファイルをご利用される際は、下記の例を参考に出典を明記して下さい。

論文等における引用例
環境省自然環境局生物多様性センター．2012．平成23年度重要生態系監視地域モニタリング推進事業（モニタリングサイト1000）沿岸域調査 調査報告書 磯・干潟・アマモ場・藻場．環境省自然環境局生物多様性センター，富士吉田．pp. xxx．
Biodiversity Center of Japan, Nature Conservation Bureau, Ministry of the Environment. 2012. Annual report of the coastal survey –rocky shores, tidal flats, seagrass beds, and algal beds, the Monitoring Sites 1000 (in Japanese with English summary). Biodiversity Center of Japan, Nature Conservation Bureau, Ministry of the Environment., Fujiyoshida. pp. xxx.
プレゼンテーション等での明示例
「xxのデータについては、○○サイトにおける環境省モニタリングサイト1000事業による」
”Data for XXX was provided by Ministry of the Environment Monitoring Sites 1000 Project at the ○○site”.
報告書データファイルを利用して、成果物を作成された際に、よろしければ、公表した成果物又はその写しを生物多様性センター宛に1部送付していただけますようお願いいたします。

＜その他＞
· 報告書データファイルのチェックには細心の注意を払っていますが、誤りが含まれる可能性もあります。誤りにお気づきの場合は、お手数ではございますが、該当情報を明記の上、下記センターまでご連絡下さい。
・「報告書データファイルの概要と利用上の注意点」の内容は予告なく変更する場合があります。

環境省自然環境局生物多様性センター
〒 403-0005 山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾5597-1 

Tel：0555-72-6033　FAX：0555-72-6035
E-mail：mot@biodic.go.jp 

URL: http://www.biodic.go.jp/
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